
多摩市立中央図書館管理運営方針（素案）のパブリックコメントの意見について

実施期間：令和４年8月23日～9月21日（30日間）
意見提出件数：１１２件（提出者19人：郵送１人、投函２人、インターネット手続16人）
※網掛け部分：多摩市立中央図書館管理運営方針を素案から原案へ更新するにあたり、意見を反映・修正した項目

No 章 章名称 意見（要約） 市の考え
1 1 「知の地域創

造」のための図

書館を目指して

【多摩市立図書館の基本方針・運営方針】

を管理運営方針に記載し、それを根幹に据

えて運営してほしい。

ご指摘を参考に、「第１章　「知の地域創造」

のための図書館を目指して　１ 多摩市立図

書館の基本方針・運営方針」を修正対応し

ました。
2 1 「知の地域創

造」のための図

書館を目指して

多摩市に住み始めた市民が本を持ち寄って

家庭文庫や地域子供文庫をつくり、自動車

図書館が回ってくれるようになって、本の種

類もより豊かな種類を手に取って選べるよう

になり、子供たちの成長とともに、市内の図

書館も増えていき、現在のような全域サービ

スの図書館網が築かれてきた。この全域図

書館サービス網があってこそ、身近な地域図

書館が市民の知的要求を満たせる。中央図

書館における管理運営方針でも基本方針・

運営方針を土台に据えてもらいたい。

ご意見いただきましたとおり、多摩市に図書

館ができる前から、家庭文庫、地域文庫の

活動により、子どもたちが読書のよろこびを

知る機会をつくり、その後の図書館利用につ

ながっています。

多くの蔵書を揃え、多様な読書環境のある

中央図書館の開館を、市制施行から50年

を経て迎えることができます。今後も「基本

方針」と「運営方針」のもと、計画的にサー

ビスを展開していきます。

3 1 「知の地域創

造」のための図

書館を目指して

本管理運営方針は全体として、「基本方針・

運営方針」を踏まえ、「基本構想」の実現に

向けて、「基本計画」をさらに具体的・現実

的に着地させる内容と捉えた。一方で、「基

本構想」や「基本計画」の記載が少ないの

でもう少し触れるべきと感じた。また、章立て

の構成としては、市民が求めるサービスや資

料を実現するために中央図書館の施設が

あると捉えると、第4章「中央図書館の機能

とサービス」や第３章「資料」は第２章「施

設」の前に持ってくるべきではないか。

第1章の記述についてはご意見を参考に修

正しました。また、章立ての構成については、

確かに市民が求めるサービスや資料を実現

するために施設を建設していますが、施設の

説明がないままにサービスや資料の説明が

なされても抽象的で分かりづらくなってしま

うことから、あえて施設を第２章としていま

す。そのため、章立ての構成を変更するつも

りはありません。

4 1 「知の地域創

造」のための図

書館を目指して

中央図書館の開館に伴って市民ニーズが

変化する、とあるが高齢者や子どもが日常

的に利用するのは歩いて行ける地域館であ

る。くれぐれも中央館の建設により地域館の

蔵書の質が落ちたり、少なくなったりすること

のないよう、また、職員の質がおちないようこ

れまで以上にこころがけてほしい。

地域館は、高齢者や子どもも含め、地域にお

住まいの方が日常的に利用できる図書館で

す。そのニーズにあった蔵書、サービスを引

き続き提供していきます。
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No 章 章名称 意見（要約） 市の考え
5 1 「知の地域創

造」のための図

書館を目指して

「多摩市立図書館の全館ネットワークのあり

方にも変化が出てくることが想定されます」

とあるが、どのくらいの期間を使ってどのよう

な変化を見るのか。また、行政管理課主導

で豊ヶ丘複合館・東寺方複合館の改修に関

する話し合いが行われているが、図書館も

深く関わってほしい。

中央図書館開館から1年間程度は全館の

利用状況を注視し、中長期的な管理運営の

あり方を検討していきます。中央図書館がで

きたから地域図書館を廃止するということで

はなく、利用状況を見ながら利用しやすい地

域図書館にしていきたいと考えています。

複合施設改修の検討の事務局は企画政策

部行政管理課ですが、情報は共有していま

す。整備方針の共同検討会が始まり、内容も

把握しています。コロナ禍前のワークショップ

には図書館職員も参加し、意見をさせても

らった経緯もあります。引き続き行政管理課

と情報共有・意見交換をしていきます。

6 1 「知の地域創

造」のための図

書館を目指して

子どもの読書については、現在「第三次多

摩市子どもの読書活動推進計画」があり、

第三次は2023年までだが、その後について

は「多摩市読書推進計画」とともに持続して

いくと思う。長期事業計画の中に、子どもの

読書活動推進計画をしっかりと明記してもら

いたい。

多摩市読書活動振興計画の中でも多摩市

子どもの読書推進計画との関係性は説明し

ているところで、多摩市全体の事業計画とし

ては、読書活動振興計画になります。子ども

の読書活動に関しては、25ページに第三次

子どもの読書活動推進連絡会について記

載のあるところではありますが、ご意見をもと

に、長期事業計画のなかでもわかりやすい

記載を検討します。

7 1 「知の地域創

造」のための図

書館を目指して

「中央図書館を中心とした多摩市立図書館

の中・長期的な管理運営のあり方」は、今後

改定する「多摩市読書活動振興計画」策定

時にあらためて考えていくとあるが、検討に

際しては「多摩市子どもの読書活動推進計

画」の検討も含めて、市民が参加する仕組

みで、図書館基本計画、サービス計画をきち

んと策定してほしい。また、第1章　２管理運

営方針の役割と位置づけに「多摩市子ども

の読書活動推進計画」を明示してほしい。

多摩市立図書館は、「多摩市読書活動振興

計画」と、対象を18歳以下とした「第三次多

摩市子どもの読書活動推進計画」の二本立

てで事業計画を策定し、推進しています。次

の計画は、これまでの推進からみえてきた課

題を整理し、一本化した図書館の基本計

画、サービス計画の位置づけで策定します。

策定時には、市民参加の仕組みを取り入れ

ていく予定です。

また、「第1章　２管理運営方針の役割と位

置づけ」(3ページ)の囲み図には、「第三次

多摩市子どもの読書活動推進計画」を記載

します。
8 1 「知の地域創

造」のための図

書館を目指して

管理運営方針は中央図書館に特化した個

別計画だと「素案」でも説明されている。「基

本方針・運営方針」に沿っているが、地域館

を含む図書館全体の中長期的な計画として

欲しい。また、別途地域館２館の改修工事が

計画されているが、この方針にも先の見通し

を示して欲しい。

中央図書館管理運営方針は、「基本構想」、

「基本計画」に沿って、方針の内容をまとめ

ています。

図書館の中・長期的な計画は、「多摩市読

書活動振興計画」の改定の際に図書館の

基本計画、サービス計画の位置づけで策定

します。中央図書館開館後、全館ネットワー

クのあり方にも変化があると想定されますの

で、それらも踏まえた計画としていきます。

9 1 「知の地域創

造」のための図

書館を目指して

「知の地域創造」を周知することが、あらた

めて求められている。

「知の地域創造」というビジョンについて、多

くの方々にご理解いただけるように努めてま

いります。
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No 章 章名称 意見（要約） 市の考え
10 1 「知の地域創

造」のための図

書館を目指して

新しい多摩市図書館本館がどのような経緯

で建設がきまったのかのプロセスを公表して

ほしい。

中央図書館の建設については、「多摩市公

共施設の見直し方針と行動プログラム（平

成25年11月策定）」において、学校校舎を

暫定活用している図書館本館に再整備の

方向性が示されたのをきっかけに、基本構

想（平成29年3月策定）から本格的に検討

を開始し、基本計画（平成30年8月策定）、

基本・実施設計（令和2年5月完了）と検討

を深めてきました。検討過程での市民参加

や情報共有にも積極的に取り組んできまし

た。なお、建設プロセスについては、基本構

想・基本計画に詳しく示しており、地域資料

コーナーに所蔵しています。
11 1 「知の地域創

造」のための図

書館を目指して

建物だけに無用のお金をかけている。無駄

な公共支出は今後、一切やめてほしい。

中央図書館の建物は、多摩市の「知の地域

創造」の拠点として、現在そして将来の市民

の皆様に利用していただくために建設して

います。
12 2 中央図書館の施

設

中央図書館のアクセスについて、駅から徒

歩時間や距離の記載がある一方で、バス停

の説明がない。他にアクセスする手段はない

か。

駅からのアクセスは、徒歩であれば7分（約

５５０ｍ）の距離です。バス停は、市の公共交

通再編計画に則って中央図書館の前を通る

新たなバスルートの検討を進めていますが、

いまだ実現できていない状況です。引き続き

関係部署等と調整を行ってまいります。

13 2 中央図書館の施

設

静寂読書室では電子機器の利用はNGとの

ことですが、小中高生が学校の勉強をする

のに使えたり、一つの居場所としての役割も

果たせたらいい。

静寂読書室は静かに読書するためのスペー

スとして、キーパンチ音等が出るパソコンや

電卓等の利用はお控えいただきますが、その

他の座席は電子機器を利用可能です。利用

者自身の目的に応じて使い分けできます。

14 2 中央図書館の施

設

児童専用のカウンターがないので本を探す

子どもたちがすぐ声をかけられる専任の職

員は欠かせない。「すぐれた児童書があって

もすすめ、声かけをする人がいなければ本と

子どもはつながらない」は故松岡享子さん

の言葉。

サテライトカウンターやフロアワークの職員

が、子どもたちに目配りしながら、声かけな

ど対応していきます。

15 2 中央図書館の施

設

パルテノン多摩から自動演奏楽器２台を移

設して定期的に演奏するとあるが、おはなし

会などとバッティングしないよう配慮してほし

い。

おはなし会の最中に自動演奏楽器を演奏す

ることはありません。

16 2 中央図書館の施

設

へなそうるのへやは「『もりのへなそうる』の

世界観にふれられるスペース」とするのでは

なく、多摩の図書館だからこそできる渡辺茂

男氏の功績を記念するスペースとして、『心

に緑の種をまく』スペースにしてもらいたい。

「へなそうるのへや」は、現本館の名称を引

き継ぎ、多摩市にお住まいになった児童文

学作家の渡辺茂男さんの著書や人物像、功

績を記念するスペースです。いただいたご意

見を参考に表現を工夫します。

17 2 中央図書館の施

設

２Ｆ　カフェスペースの目的は何か。委託業

者、メニュー、価格、採算性などについて、現

時点での考え方は。

カフェサービスのメインコンセプトは、図書館

利用者への利便性の提供、つまり心地よい

読書環境サービスの提供の一環です。市有

財産の有効活用の側面もあります。メニュー

や価格は、公共図書館内のカフェにふさわし

いものを提供していただきたいと考えていま

す。利用者に受け入れられ、継続的に運営

できる業者をプロポーザル方式で選定する

ことを検討しています。
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No 章 章名称 意見（要約） 市の考え
18 2 中央図書館の施

設

個人研究室は半個室とのことだが、どのよう

な造りか。

特定の個人が頻繁に利用して他の人が利

用できなかったり、密かに菓子等を持ち込ま

れたりすることがないか心配。

個人研究室は1階に4室あり、各室2～3㎡

程度です。扉は設けず、室内には造り付けの

テーブルと椅子の用意があります。多くの

方々に公平に利用していただきたいので、利

用時間には一定の上限を設ける予定です。

また、利用ルールを守っていただけるよう、貸

出時の説明や職員の定期的な見回りなどを

行います。
19 2 中央図書館の施

設

２Ｆ　ラーニングコモンズは、グループ学習等

に活用される開放的な学習空間にするため

に、可動式で自由に組み合わせできる机や

ホワイトボードを設置することのほかに、どの

ような工夫、支援を準備しているか。

ラーニングコモンズでは、調べものをしてい

る利用者やグループがいたら、職員がその

支援をできればと考えています。Wi-Fiも利

用可能なエリアです。

20 2 中央図書館の施

設

ティーンズコーナーとそのサービスに関して、

読書推進、学習、キャリアデザインににつな

がる、学校と連携した講座やイベントとして、

どのような企画・プログラムを考えているか。

また、来年７月の開館に向けて、学校図書館

と連携したプレイベント、各校の図書委員会

とタイアップした開館記念イベントなど、は検

討しているか。

学校の総合学習(総合的な学習（探究）の

時間)、調べ学習での図書館の利用、職場

体験、ビブリオバトルなどを予定しています。

また、開館時には、小中高生向けの講演会

を検討しています。学校へ周知し多くの参加

を期待しています。また、開館後に「ほんとも

フェスタ」の会場として、学校図書館の紹介

展示などを検討しています。
21 2 中央図書館の施

設

活動室１，２，３は、児童サービス、図書館の

おはなし会のボランティアとして必要な勉強

会、講座、おとなのお話会などに必要な本来

図書館に必要なスペース。今までも関戸図

書館の学習室などを利用してきた。有料化

は納得できない。

図書館と連携しながら実施する図書館支援

活動や読書啓発活動等は、これまでどおり

貸室使用料の徴収は行いません。

22 2 中央図書館の施

設

グループ研究室１，２は、図書館のお話会の

プログラムの打ち合わせなどに使えるか。相

談のためいくらか声をだしても構わないか。

閲覧室での話し合いはできない。その目的

に予約なしに使用できたらよいと思う。

グループ研究室はグループ研究の範疇であ

れば少々の議論は想定しているところです。

空きがあれば予約なしにご利用いただけま

す。また、２階は広場系開架のため、声を出し

て相談することができます。

23 2 中央図書館の施

設

駐車場が障害者用3台はあまりのにも少な

い。バス電車を乗り継ぎできない高齢者には

無料の駐車場が必要。パルテノンの駐車場

を初めの1時間のみ無料にして借り上げる

べき。図書館のボランティアで来館するたび

にわざわざ買い物をさせるのか。

無料の駐車場の用意はありません。図書館

のボランティアとして来館される方も一般の

来館者と同様になります。ご理解いただきま

すようお願いします。

24 2 中央図書館の施

設

Ｂ１の事務室の職員執務用スペースに館長

の席があり、別に館長室はないというレイア

ウトか。

館長席はデスクのみで、館長室はございま

せん。

25 2 中央図書館の施

設

ウォータークーラーは、どこかに設置される

か。

ウォータークーラーの設置はありません。
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No 章 章名称 意見（要約） 市の考え
26 2 中央図書館の施

設

ステッププラザで講演会等を行う場合、途中

退席できるのか。一番上の座席の背もたれ

部分に、アーチ型車止めのようなものを設置

すべきでは。エスカレーターは、基本設計の

ワークショップでは全く意見がなかった。検

討経緯は。

ステッププラザの座席の奥行きは900～

1,450㎜と広く取っているので、利用者の移

動はスムーズにできると考えています。一番

上の座席には転落防止手すりを設置しま

す。エスカレーターについては、当初の設計

提案の中にあったものを、基本設計段階で

はコスト面を理由に一旦は断念しましたが、

中央図書館内外のメイン動線のひとつであ

ることや今後の高齢化社会を見据えた際に

は標準設備になってくることを予想し、実施

設計段階で設置することにし、説明してきた

経緯があります。
27 2 中央図書館の施

設

駐車場にあるＢ２のブックポストは休館日の

日中しか入れられないのに、わざわざ設置

しないといけないのか。

ブックポストは利用者が返却しやすいように

複数設置します。具体的には1階のレンガ坂

面と地下2階の2ヶ所です。開館時間中は館

内カウンターでの返却を原則とし、休館時間

帯にご利用いただけます。地下2階のブック

ポストは夜間に駐車場を閉鎖する都合で休

館日の9：30～17：00の利用を予定してい

ます。休館日の限られた時間帯しか利用で

きないブックポストですが、休館日にはエレ

ベータを利用できないため、このブックポスト

がないと障害者用駐車場を使って返却に来

た利用者が返却できなくなってしまいます。

28 2 中央図書館の施

設

トイレの入口近くやカウンターのすぐ側まで

書架があるので、気になる。

書架については、より多くの資料を収蔵する

ために通路幅などにも配慮しながら、可能

な範囲で多く設置しています。

トイレ入口付近まで書架はありますが、気に

される方がいらっしゃることを認識しましたの

で、本の置き方の工夫をするなどして対応し

ていきます。

29 2 中央図書館の施

設

中央図書館に視覚障がい者向けのサービ

スなども置かれるようだが、点字ブロックに

ついての記載が「敷地境界から」となってい

る。駅から点字ブロックでたどり着けるのか。

現在実施しているレンガ坂改修工事を通じ

て、駅から中央図書館の１階までの間が点

字ブロックでつながる予定のため、その旨追

記しました。今後とも視覚障がい者の方々へ

丁寧に説明していきます。

30 2 中央図書館の施

設

サインは、見やすさとわかりやすさにも十分

配慮 した専用のデザインで制作し掲示する

とあるが、掲示されたときのイメージは？

サインに関して、専用のピクトグラムを検討し

ています。総合案内、フロアマップなどにピク

トグラムを落し込み、ご案内します。メインカ

ウンターのカウンター上部や諸室の扉には

同様のサインを掲示します。

31 2 中央図書館の施

設

エレベーターやエスカレーターは、他の図書

館などで実績のある、十分に静音性能の高

い機種が選ばれているか。

エレベーターは他の図書館などでも納入実

績のある製品です。

エスカレーターは静音性に配慮した機種で

す。一定時間利用者がいない場合は低速運

転に切り替えて運転音を低減する機能があ

ります。また、エスカレーターと階段との間に

壁を設けて遮音性を高めています。
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No 章 章名称 意見（要約） 市の考え
32 3 中央図書館の資

料

多摩市は建物の建設に力を入れているが、

図書館の価値は資料の価値である。そのこ

とに気付いていない市議会や市役所は問題

がある。お役所仕事をけいぞくしていくので

はなく、もう少し市民の役に立つ事をして

いってほしい。

図書館を構成する3つの要素とは、「施設」、

「資料」、「職員」と言われています。中央図

書館の建設を進めるとともに、所蔵する資料

は、令和2年度から計画的に収集し、市の中

心的な図書館としての蔵書構築を目指して

います。
33 3 中央図書館の資

料

多摩市の図書館は、書籍に偏りがあり、大人

が勉強するための場所となっていない。ま

た、多摩市の生態系や動植物についての学

術的な調査がされておらず、そのために、過

去からの自然破壊を理解できる資料もな

い。

現在、中央図書館開館に向けて資料の購入

を進めており、分野による偏りがないように

準備を進めてまいります。

34 3 中央図書館の資

料

子どもや高齢者など歩いて行ける地域館に

多くの蔵書を。とくに児童書は常に質のいい

蔵書を今まで以上にそろえてほしい。中央館

の蔵書の充実により、地域館の蔵書が貧弱

にならないことを望む。今までも地域館で基

本的絵本がそろっていないことが多くリクエ

ストをしたが、子どもは書架から選ぶ。基本

書は本籍固定にとらわれずそろえるべき。

中央図書館へ資料を集める際には、市民が

身近に利用する地域図書館の蔵書構成に

も配慮し、偏りが生じないよう地域図書館の

職員とも協力し進めてまいります。また児童

書については、全館で子ども達が基本的な

絵本、調べものが身近な図書館でできるよ

うより良い蔵書の持ち方について、引き続き

検討を進めてまいります。

35 3 中央図書館の資

料

スピリチュアル系に力を入れているが、自然

科学、社会科学は少ない。どんな基準で本

をえらんでいるのか。

図書館の資料は「多摩市立図書館資料資

料収集要綱」及び「選書要領」に基づき選

書を行っています。現在、中央図書館開館に

向けて資料の購入を進めており、分野による

偏りがないように準備を進めてまいります。

36 3 中央図書館の資

料

資料の本籍固定化については、地域館や拠

点館においても、特定のテーマの参考になる

資料などに本籍を付けてもよいし、柔軟に設

定・変更できるシステムにしてほしい。また、

ラーニングコモンズなどに、常に置いておい

て欲しい図書などは、禁帯＆貸出用を用意

して欲しい。

中央図書館以外の資料は、雑誌等の一部

資料を除き、所蔵を固定せずに従来通りの

運用を行います。

資料の所蔵館の設定・変更は現システムで

柔軟に対応可能ですので、ご意見いただい

た地域館や拠点館の所蔵の固定化につい

ては、中央図書館開館後の影響を踏まえつ

つ、検討していきます。

館内閲覧用と貸出用といった複本の整備に

ついては、他の資料の購入とバランスを取り

つつ検討いたします。

37 3 中央図書館の資

料

中央図書館では蔵書の本籍を固定化し、地

域館は今までと同じく返却先が所蔵館にな

るそうだが、実際にやってみて地域館の蔵書

に偏りが出たり、地域館の特性が生かせな

い状況なら運用の見直しを図ったら良い。

地域館の蔵書については中央図書館開館

後、中央図書館の所蔵の固定化に伴う影響

を踏まえつつ、運用方法について検討いたし

ます。

38 3 中央図書館の資

料

行政資料室は土日の利用ができないので、

中央図書館でも基本的な行政資料を配架

してほしいし、将来的には議会図書室の機

能を図書館が管理して、議員活動に役立つ

資料提供をしてほしい。

行政資料室にある基本的な行政資料につ

いて、複数あるものについては中央図書館

にも配架する予定です。また、議会図書室と

の連携については、新庁舎建設の際に実現

するよう調整を進めていきます。

39 3 中央図書館の資

料

多摩市の職員数、一人当たりの給与、分野

別近隣市町村との行政サービスの比較など

のわかりやすい開示資料をどの図書館にも

おいてほしい。

地域資料については各館でコーナーを設け

て閲覧できるようにしていますが、館内のス

ペースには限りがあるため、すべての資料を

置くのは難しい館もあります。中央図書館に

は行政資料を配架できるよう準備を進めて

います。
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No 章 章名称 意見（要約） 市の考え
40 3 中央図書館の資

料

閉架にある地域資料を開架に移すとのこと

だが、紛失や汚損を防ぐために地域資料

コーナーに専用ゲート等を設ける計画はある

か。また、「多摩町誌」（S４５）や「多摩市の

町名（小字名、伝承地名編）」（H1）等のデ

ジタルアーカイブ化を期待する。

中央図書館では建物全体の出入口（計3か

所）に紛失防止のICゲートを設置しますの

で、地域資料コーナーに専用ゲートを設置す

る予定はありません。また、デジタルアーカイ

ブの今後の公開資料については、ご意見を

参考に、関係部署と検討しながら進めてい

きたいと考えています。

41 3 中央図書館の資

料

多摩市には様々な市民活動があり、その記

録を地域資料として保存してほしい。また、

学芸員や文化財担当者、行政部門との連携

はできているのか。

多摩市での様々な市民活動の記録等につ

いては、現在行政資料室にて収集しており、

館内閲覧等を行っております。中央図書館

においても、市民の方から直接情報の収集

ができるようなしくみを考えていきます。

パルテノン多摩学芸部門、教育委員会文化

財担当とは定期的に会議を実施し情報共

有、事業連携をしています。また行政部門と

の連携としては「各課連携企画展示」などを

通して実施しており、今後さらに充実が図れ

るよう検討していきます。

42 3 中央図書館の資

料

中央図書館の雑誌スポンサー制度の導入

について期待している。一方で地域館の新

聞・雑誌コーナーをもっと充実してほしい。地

域館すべてに主要全国紙と東京新聞をおく

ことと、ポピュラーな雑誌をもっと多くおいて

拡充してほしい。

雑誌スポンサー制度の導入については検討

します。

また、地域館の新聞・雑誌の充実にも努めて

まいります。

43 3 中央図書館の資

料

ＤＶＤ資料もなく、映像から学ぶ機会を多摩

市民は得られていない。ＤＶＤ資料を整備す

べき。

DVDについては「多摩市立図書館資料資

料収集要綱」及び「選書要領」の改正を行

い、中央図書館の開館に合わせて収集を開

始する予定です。公共図書館の貸出ができ

る著作権処理済のものを収集します。

44 3 中央図書館の資

料

ＤＶＤ資料をふやしてほしい。カセットテープ

やビデオがあるのは時代的におくれている。

同上

45 3 中央図書館の資

料

「視聴覚資料の充実」として、方針が二行示

されているが、この方針となった、検討の根

拠と経過の概要を、もう少し詳しく説明して

ほしい。

図書館ではＣＤなどの録音資料を主に収集

してきましたが、「多摩市立図書館本館再整

備基本計画」にＤＶＤなどの映像資料の充

実について記載があるほか、これまで利用

者からの要望もあったことから、中央図書館

では図書館用に著作権処理をされた映像

資料の収集も行うこととしました。ご指摘の

とおり、経緯等を追記します。また物理的な

収集には限度もあることからデータベースの

活用も視野に入れて、充実を図ってまいりま

す。
46 4 中央図書館の機

能とサービス

「第４章　中央図書館の機能とサービス」で、

利用者に対するステレオタイプな認識が多く

見受けられる。　「（7）子育て世代向けサー

ビス」の保護者像や、「（10）高齢者サ―ビ

ス」の高齢者像、「（8）ティーズ向けサービ

ス」など、それぞれの読書要求について、内

容にまで踏み込んだ決めつけになっている

ので、こういった発想は慎重であるべき。

本の分類の例示としてあげていますが、一部

修正対応しました。
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47 4 中央図書館の機

能とサービス

「（９）地域ビジネス支援サービス」について

　タイトルが「地域ビジネス支援」となってい

ますが、本文では「ビジネス」という表現しか

ない。「地域ビジネス」とは。

多摩市民にとって有益か、どれほどの優先

順位があるのか、慎重な検討が必要。

タイトルが「地域ビジネス支援」であり、サー

ビス内容も本文のとおり、身近なビジネスに

関する拠点とし、市民が起業のために地域

の情報を収集したり、仕事でのスキルアッ

プ、資格取得などに役立つ資料の提供をし

ていくことを想定しています。サービス開始

後の利用状況にあわせ、サービス内容は柔

軟に考えていきます。
48 4 中央図書館の機

能とサービス

「（13）市民活動支援」について、多摩市に

はさまざまな社会問題について学び、考え、

行動する市民団体が沢山ある。そのような

市民団体の市民活動をどのように支援する

のか。そのような団体が生み出してきた活動

資料を、「地域資料」としてどのように収集

し、他の活動団体の役に立つように、まさに

「地域資料」のアーカイブズとして機能を充

実させ、提供していくべき。

ご指摘のとおり、市民活動には、様々な分野

があり、活動の支援方法についてしっかりと

した方針と対応できる体制が必要となりま

す。この部分については、今回は、削除し、あ

らためて内部検討していきます。

49 4 中央図書館の機

能とサービス

図書館スタッフ体験やビブリオバトルなど、

地域のつながりの場、孤立しないためのレク

リエーションのようなものを中央図書館では

もっと積極的にやってほしい。年齢層に分け

た読書会など。

コロナ禍のため対面によるビブリオバトルを

ここ数年は実施できておりませんが、中央図

書館の開館を機にビブリオバトルを始めとし

た読書につながるイベントを開催できるよう

努めてまいります。

50 4 中央図書館の機

能とサービス

閲覧、貸出、予約サービスの対面型サービス

は職員の専門性がサービスの質を決めるこ

とになるので、職員配置には充分配慮が必

要。中央図書館としてレファレンス機能の充

実が求められると思うが、専門性の高い司

書の配置が鍵となる。

読書相談やレファレンスなどの対面型サー

ビスの質を高めていくために、引き続き職員

の研修を行い、専門性の高い職員の配置を

目指してまいります。

51 4 中央図書館の機

能とサービス

サテライトカウンターでは常時子ども専門の

職員が子どものレファレンスに応じるととも

に本探しのアドバイスなどしてほしい。

2階一般開架エリアのサテライトカウンター

は、児童サービスはもちろん、一般書に関す

るレファレンスも担当できる職員を利用の多

い日中の時間帯に配置します。カウンターに

とどまらず、書架でも子どもたちに本探しの

アドバイス、紹介をしていきます。

52 4 中央図書館の機

能とサービス

図書館のおはなし会に協力しているボラン

ティアを対象に、外部講師による研修会や講

座等を定期的に実施してほしい。

ご指摘の内容について、検討します。

53 4 中央図書館の機

能とサービス

市内の学校の図書館訪問実施は中央館が

行うのか。

現在、小学校の学校訪問は学区等を考慮

し、各館で分担して受け入れを行っています

が、今後についても引き続き分担する予定

です。
54 4 中央図書館の機

能とサービス

児童サービスを提供する大人、関わる親や

大人を育てることがとても大事。子どもに接

する大人への講座や勉強会などの機会を増

やしてほしい。

市民向けの読み聞かせ講座を従来より実施

しておりますが、市民の方々のご要望を把握

しながら引き続き充実に努めてまいります。

55 4 中央図書館の機

能とサービス

児童サービスは、子どもへのサービスだけで

なく、子どもの読書に関わる大人へのサービ

スについてもきちんと明記するべき。児童書

や児童文学に関わる研究書などの書架は、

子どもの本のコーナーのある２階に置いてほ

しい。

児童書や児童文学に関わる研究書は２階の

こどもの本の近くの書架に配架する計画に

なっています。

ご指摘の子どもの読書に関わる大人への

サービスについては「児童書の研究書等、子

どもの読書に関わる方向けの資料も配置し

ます。」の一文を追記します。
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56 4 中央図書館の機

能とサービス

市民との協働の考え方について、児童サー

ビスのおはなし会についていえば、経験豊富

なボランティアに委ねられているのが現状

で、職員は経験が乏しく関わりも少ない。基

本構想や基本計画の中でいくども述べられ

ている「職員によるボランティアのコーディ

ネートが求められる」とあるのは、大事な指

摘で、それがあってこその「市民協働」。職員

がコーディネーターを務めるということを書き

加えてほしいし、コーディネーターの養成に

努めてほしい。

各館で行っている子ども向けのおはなし会

は市民団体のボランティア活動に支えられ

ながら継続しているという歴史があります。

今後も引き続きボランティア団体の方々のご

協力を得てさらなる充実を図りたいと考えて

おります。

現在、おはなし会には、ボランティア団体が

行うもののほか、ボランティアさんと職員が

一緒に行うもの、職員のみで行うものがあり

ます。担当職員は日ごろより職員研修の受

講、自己啓発を心掛けるなど、読み聞かせ

等の技術向上に努めております。

関係施設でのおはなし会等の実施にあたっ

ては職員がコーディネートを行っているとこ

ろですが、このコーディネ―ト能力について

は、日ごろの業務の遂行の中でさまざまな

経験、事例を積み重ねていく中で身に着け

ていくようにしています。

57 4 中央図書館の機

能とサービス

ステッププラザの使い方について、イベント

実施の際に１階の静寂フロアに影響が出な

いような内容のものしかできないと思う。子

ども達がステッププラザを利用するときに、

大人の目が必要なので職員が見回ることが

必要ではないか。

ステッププラザを活用したイベントについて

は、中央図書館を利用される方の理解を得

られる方法や周知方法を検討しながら実施

してまいります。子ども達が通常座って利用

する場合は、見回り等は必要ないと考えてお

りますが、逸脱する行為があった場合には、

職員が見回り注意いたします。

58 4 中央図書館の機

能とサービス

児童サービスがある２階開架フロアの開放

的な使い方で、親子連れが気軽に図書館を

使える雰囲気に期待が持てる反面、お喋り

などどこまで許容するのか見ていく必要が

ある。

親子で来館し、会話をしながら本を選びた

いが、周囲の静かにしてほしいという空気感

の中で図書館に行きにくい、居心地が悪い

という意見をいただいています。公共の場と

しての、節度ある会話や声の大きさで利用

いただく想定です。

59 4 中央図書館の機

能とサービス

サテライトカウンターが実質的に児童カウン

ターとなるよう、職員が常態的に配置されな

ければならない。子どもは常にその瞬間に答

えることが必要だからだ。

2階一般開架エリアのサテライトカウンター

は、児童サービスはもちろん、一般書に関す

るレファレンスも担当できる職員を配置しま

す。カウンターにとどまらず、書架でも子ども

たちに本探しのアドバイス、紹介をしていきま

す。
60 4 中央図書館の機

能とサービス

おはなし会など市民ボランティアの協働も必

要だが、図書館職員によるおはなし会も今よ

り増やして欲しい。

図書館職員によるおはなし会を増やすよう

に努めます。

61 4 中央図書館の機

能とサービス

パルテノン多摩こどもひろばとの連携につい

て、絵本に触れる場所が多くあるのは良い

が、貸出はできないし、中央図書館児童サー

ビスとどうバランスを取るのか。管理面や資

料の充実など児童担当職員数との関係で、

ひろばの機能を生かせるかが心配。

パルテノン多摩のこどもひろば近くには、図

書館からの団体貸し出しにより読書が楽し

める場を用意しています。中央図書館開館

後は、こどもひろばでの読み聞かせ、ブック

トークなどを通じて、さらに多くの本の貸出

ができる図書館の利用につなげていきます。
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62 4 中央図書館の機

能とサービス

ティ－ンズ向けサービスや障がい者向けサー

ビスに限った話ではないが、様々な分野で

担当する職員の力量によるところが大きい。

専門力を持った職員がいるのか。職員が中

央図書館に集約されることで、永山の障が

い者サービスの質が落ちないか心配だ。

ティーンズ向け、高齢者向けなどの専門性

が高い職員を配置できるよう、外部研修や

外部講師を招いた研修を行い、携わる職員

の専門性を高めていきます。永山図書館で

のサービスは、対面朗読等の部屋の利用管

理や来館された利用者からのリクエストを受

付るなどの窓口業務が中心となります。

63 4 中央図書館の機

能とサービス

子どもの本コーナーには必ず児童書に詳し

い職員を常駐させてほしい。そこに来た人

（大人も子どもも）が、いつでも何でも気軽

に訊けたり、本のことを話したりできる雰囲

気・環境整備が大切である。日々の図書館

サービスの積み重ねが子どもの読書に大き

く影響していく。このコーナーの担当職員は、

子どもが求めている本を敏感にキャッチし手

渡せる技量が望まれる。

2階一般開架エリアのサテライトカウンター

は、児童サービスはもちろん、一般書に関す

るレファレンスも担当できる職員を配置しま

す。カウンターにとどまらず、書架でも子ども

たちに本探しのアドバイス、紹介をしていきま

す。

担当職員は職員研修の受講、自己啓発とと

もに、日ごろの業務の中で経験を積み、技量

を高めていきます。
64 4 中央図書館の機

能とサービス

他市では図書館の手伝いをできるボラン

ティアシステムがあった。何かに携わるだけ

で心が軽くなることもある。福祉的な観点か

らも地域に住む人が図書館運営に関われる

システムが欲しい。

中央図書館の開館を契機に、多くの市民に

様々な分野でボランティアとして関わってい

ただき、ともに図書館の魅力を高めていける

市民協働組織を構築していきます。

65 4 中央図書館の機

能とサービス

障がい者向けのボランティアは、きちんと研

修を積んで養成し実践しているが、おはなし

会などの場合、今までのような、やりたい人

がいるからという安易なボランティア受け入

れでなく、図書館としてサービスの内容・質・

レベルをどのように考えているのかを、きち

んと明示する必要がある。その上で話し合い

を重ね、多様な市民の力を活かした、より豊

かな協働を構築していくことを望む。またボ

ランティアのレベルアップ研修も欠かせな

い。

多くの市民にボランティアとして図書館に関

わってもらうため、図書館についての知識や

実践のための講座を検討しています。また、

読み聞かせ、紙芝居等の初講講座、スキル

アップ講座をこれまでも実施しており、それら

の受講者にボランティアとして参加していた

だくことを計画していきます。

66 4 中央図書館の機

能とサービス

図書館職員の専門性を重視するべき。本来

児童サービスの中で大切なおはなし会など

が現在多くの市民ボランティアに委ねられて

いる現状を見直すべき。中央館開館を契機

に職員がきちんと向き合いリードしその上で

の協働であってほしい。

各館で行っている子ども向けのおはなし会

は市民団体のボランティア活動に支えられ

ながら継続しているという歴史があります。

今後も引き続きボランティア団体の方々のご

協力を得て、また職員も読み聞かせ等の技

術向上に努め、おはなし会のさらなる充実を

目指します。
67 4 中央図書館の機

能とサービス

市民との協働の考え方について、「プラット

ホーム」のような表現はわかりにくい。環境

整備、基盤という意味があるようだが、日本

語で表現した方がよい。図書館について学

ぶ連続講座などの提案があるが、「多摩市

らしい」図書館の市民協働を一緒に作る発

想は大変よいので、積極的に実施してほし

い。

ご指摘の部分について修正対応しました。

該当箇所(20ページ)「プラットホームを整え

ていきます。」を削除し、「環境整備をしてい

きます。」とします。

68 5 管理運営の主体

と各館の役割

貸出など直接サービスは最も基幹的業務と

考えるので、地域館も含めて直営の良さを

生かした管理運営を心掛けて欲しい。

学校図書館や庁内各課との連携、サービス

計画の立案、推進、資料構築など職員が

しっかりと関わる直営の良さを活かした図書

館運営をしていきます。
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69 5 管理運営の主体

と各館の役割

管理運営の主体について、「図書館政策の

基幹の部分については、市職員による直営

で、継続性を担保していきます。」（p.22）と

いう表現が、あいまい。「図書館は、すべて、

職員による直営で、継続性を担保していきま

す。」と書き改めるべき。

「基本計画」において、図書館運営の基本と

して、「図書館政策の基幹の部分について

は、市職員による直営で、継続性を担保して

いく」こととしています。引き続きICTの活用、

業務委託などを取り入れ、効率的、効果的

な運営を目指していきます。

70 5 管理運営の主体

と各館の役割

中央図書館は市職員による運営とし　とある

が児童サービスのためにも地域館の運営も

少なくとも今までどおり市職員を含めた体

制であるべき。

地域館の運営は引き続き、市職員を含めた

体制で運営していきます。

71 5 管理運営の主体

と各館の役割

現在、行政資料室所蔵の「禁帯出」のもの

は、最寄りの地域図書館へ取り寄せできず、

別途行政資料室に赴き閲覧している。この

点は中央図書館開館後も変わらないのか。

行政資料については、行政資料室だけでな

く、中央図書館等でも閲覧できるよう資料の

充実を図っていきます。

72 5 管理運営の主体

と各館の役割

高齢化がすすみますます地域館の重要性が

増す。蛇口から出る水を使うのは地域館の

使用者である。地域館における地域サービ

スとはなにか。地域館で受けたレファレンス

は、地域館で回答してほしい。

地域館は、日常的に利用する図書館として、

ニーズの変化に対応した蔵書の構築、サー

ビスに努めていきます。

地域館における地域サービスは、日常的に

利用していただく市民との直接サービス、ま

た、学校、児童館、学童クラブ、幼稚園、保育

園、福祉館等の近隣施設からの訪問受け入

れ、連携事業の実施などです。

地域館で受けたレファレンスで、地域館で対

応できないものについては、中央図書館で

対応し、回答は地域館からお答えする流れと

なります。

73 5 管理運営の主体

と各館の役割

中央図書館では、幅広い資料と情報を有

し、専門的知識が発揮できる職員の育成拠

点として、さらなる職員の外部研修、内部研

修を実施してほしい。

図書館職員全体としての専門性の向上が

市民への情報提供につながります。引き続

き、職員の外部研修、内部研修を行っていき

ます。
74 5 管理運営の主体

と各館の役割

基本構想や基本計画では、中央図書館が

できても、現有の職員数を大きく増員はでき

ない枠組みでの提言となっているが、これか

らの図書館の活動を考えると、唐木田図書

館の窓口業務をとりやめ市直営の運営に切

り替えるべき。

基本構想、基本計画では、人件費の削減と

資料費の確保、開館時間の見直し、ICTの

活用等が示されています。唐木田図書館の

運営手法についてもこれらの視点を持ちな

がら引き続き検討していきます。

75 5 管理運営の主体

と各館の役割

中央館が一段落したら、次は図書館空白地

帯に目を向けてほしい。一番いいのは分館

(地域館)を建てることだが、それには多額の

費用がかかる。そこで小規模な図書館カウ

ンターを作ったらどうだろうか。

多摩市は、本館(中央図書館)、拠点館、地

域館の7館の図書館と行政資料室を設置

し、現在のところ、さらに「図書館カウンター」

を設置する計画はありません。非来館型の

サービスとして、図書館ホームページからの

蔵書の検索、予約、貸出延長、電子書籍貸

出を行っています。これらのサービスを多くの

方に利用していただくため、引き続き利用案

内に努めていきます。

76 5 管理運営の主体

と各館の役割

地域図書館の存続について心配している。

心配が杞憂に終るよう願う。

中央図書館開館後の各館の利用状況を見

ながら、中長期的な管理運営のあり方を検

討していきます。中央図書館ができたから地

域図書館を廃止するということはなく、利用

状況を見ながら利用しやすい地域図書館に

していきます。
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77 5 管理運営の主体

と各館の役割

地域館に対する中央図書館の支援が明確

でない。たとえば、子供や、高齢者など、中央

図書館に行くのが容易でない人たちにとっ

て、書籍は、中央館に集中的に集め、また、

子供のための読み聞かせスペースを失くす

ような方向は図書館全体の存在価値を低く

する。むしろ、中央館から、地域館に出張し

て、支援するシステムを確立してほしい。

中央図書館の開館にあたり、地域館の児童

書の規模を変更することはありません。一般

書についてもこれまでと同様に配架します。

また、地域館に出張し支援する状況があれ

ば対応していきます。

78 5 管理運営の主体

と各館の役割

地域図書館、駅前拠点図書館は、「かかりつ

け医」、中央図書館は、「綜合病院」、「専門

病院」にたとえているが、図書館サービスを

医療サ―ビスになぞらえていて、誤解を招き

かねず、適切なたとえではないので、削除す

るべき。

「市民の図書館利用においては、地域図書

館、駅前拠点図書館は、「かかりつけ医」、中

央図書館は、「綜合病院」、「専門病院」にた

とえられます。」（p.22）については、図書館

ネットワークでの中央図書館、駅前拠点館、

地域図書館の役割の例えとして、「基本構

想」(2-04ページ)掲載部分を引用したもの

です。
79 5 管理運営の主体

と各館の役割

「駅前図書館は、地域図書館へのサ―ビス

提供、職員の応援体制に柔軟に対応できる

関係性を維持しながら」という一節は、図と

矛盾しているので削除すべき。

「駅前図書館は、地域図書館へのサ―ビス

提供、職員の応援体制に柔軟に対応できる

関係性を維持しながら、」（p.22）は、図書

館内部の協力体制に関することですので、

削除します。

80 5 管理運営の主体

と各館の役割

中央図書館以外の7館は、本来、それぞれに

館長を配置して、市内のそれぞれ個性のあ

る地域・立地場所において、対面を通して、

さまざまな要求を把握し、独自性をもって運

営されるべき。また行政資料室もきちんと責

任をもって運営できる常勤の専門職を配置

すべき。

各館への館長の配置は予定していません

が、中央図書館以外の6館は、立地、利用状

況、利用者の要望などを把握し運営していく

ように努めていきます。また、行政資料室の

業務は、本館地域資料係が担当しており、常

勤の専門性のある職員も含め配置していま

す。中央図書館においても、同様の体制とす

る予定です。
81 5 管理運営の主体

と各館の役割

地域館のサービスは中央図書館のサービス

と全く同じことはできないが、人と資料で質

の高い満足できるサービスはできるはず。そ

れができるような方法論を他市の例を見な

がら模索して欲しい。

他の自治体の図書館のサービスなどを参考

に、市民に満足していただける図書館として

いきます。

82 5 管理運営の主体

と各館の役割

おはなし会ボランティア対応　とあるが、児童

サービスの中でも大切な職員によるおはな

し会の項目がないのはおかしい。ボランティ

アに丸投げか。

ご指摘の部分について修正しました。

該当箇所の「・おはなし会ボランティア」を削

除し、「・子ども読書支援系企画」の内容に

「おはなし会」をいれました。

83 5 管理運営の主体

と各館の役割

職員研修の方針の中に盛り込まれていない

児童サービスの研修やレファレンスを外部講

師や外部研修を含め嘱託の職員も含め実

施を明記してほしい。地域館で窓口業務を

行っている方にあまりにも専門知識が乏し

い。外部研修の受講、経験を積んだ職員を

講師にとあるが、専門性を高めるには直接

外部研修が必要。

職員研修の方針の内容について、児童サー

ビス等図書館職員として必要な業務につい

て明記するようにいたします。専門スタッフに

ついては、外部への派遣研修を実施する予

定はありませんが、引き続き外部講師を招い

た課内研修を行い、専門知識の向上に努め

てまいります。また外部研修の受講や経験を

積んだ職員が自ら講師となることで、当該職

員だけでなく組織全体の底上げが図れると

考えています。
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84 5 管理運営の主体

と各館の役割

この方針を実施するために、現有職員数で

できるはずは無く、関係部署に働きかけて司

書の数を増やす努力を最大限するべき。特

に分館では小さいながらも密度の濃いサー

ビスが必要で、分館こそ何でも対応出来る

正規職員を最低１人配置してほしい。

現在、計画的に司書資格のある職員を採用

しています。また、計画的に研修を実施して

います。業務改善、効率化もしながら、サービ

ス向上に努めます。

分館には、図書館で業務経験を積んでいる

常勤職員及び会計年度任用職員を配置し

ています。

85 5 管理運営の主体

と各館の役割

図書館協議会では事業評価に多くの時間

を割き、他の議論ができていないと感じる。

事業評価以外にも色々な問題について討

議・協議してもらいたい。

図書館は、毎年度の事業計画を策定して、

翌年度には事業評価をするということを平

成30年度から始めています。そのなかで、自

己評価と図書館協議会の評価をして、次の

計画に続けるというのは、実際にやってきて

意義があることだと認識しています。確かに

事業評価と中央図書館の議題がメインに

なっていて、時間がかかっている、他のことも

やってほしいというご意見も理解できますの

で、できるだけ議論の効率化を図りながら、

今後、様々な議題をあげて議論していくこと

を検討します。
86 5 管理運営の主体

と各館の役割

図書館協議会では事業評価に会議時間の

ほとんどを費やしていると聞いており、本管

理運営方針の審議は二回の協議会とも時

間切れとなり、意見のある人はメールで提出

してほしいとする協議会運営のあり方に疑

問を感じる。市民に見える形での協議、議論

が必要。

同上

87 5 管理運営の主体

と各館の役割

多摩市図書館協議会については、基本構

想、基本計画で提言、課題として挙げられて

いる定数の増加や会議回数の増加につい

て書き加えてほしい。

基本構想、基本計画で提言、課題として挙

げられている図書館協議会の委員定数、構

成については、他自治体の図書館協議会の

活動状況等を参考にしながら、研究していき

ます。
88 5 管理運営の主体

と各館の役割

第三次子ども読書活動推進連絡会は、市民

協働ということでは、第一次、二次より後退

している。これを是正することが今後の課題

と考える。

今後の取り組みにあたり、検討課題とさせて

いただきます。

89 5 管理運営の主体

と各館の役割

地域資料担当者には、ADEACの他にも数

多くのデータベースを習得してもらいたい。

　職員研修については、現在も課内研修や

都立中央図書館の研修に参加することで研

鑽に努めていますが、各種データベース等に

も精通できるよう努めていきます。

90 5 管理運営の主体

と各館の役割

継続的な図書館内研修は必須なものと考え

ます。それによってサービスの質が向上する。

調布図書館や浦安図書館のように休館時

間を増やしてでもやってもらいたい。

ご指摘のとおり、継続的な図書館内研修は

必要なものであり、引き続き外部講師を招い

た研修や外部研修を受講した職員による研

修を実施してまいります。課内研修は職員の

勤務体制を踏まえながら実施してまいりま

す。
91 6 施設管理・運営

条件

地域図書館の開館時間10時から17時まで

に改編するのはやめてほしい。一方で、中央

図書館を20時まで開館するのはアンバラン

スだと考える。

「基本構想」、「基本計画」で、中央図書館

は夜遅くまでの開館が求められ、また、人件

費の削減と資料費の確保、開館時間の見直

し、ICTの活用等が示されています。これらを

踏まえ、アンケート調査結果等を参考に開館

時間を設定しました。

13/16



No 章 章名称 意見（要約） 市の考え
92 6 施設管理・運営

条件

貸室の運用について、関戸図書館の活動室

が確保しづらくなることを懸念している。図

書館の貸室はあくまで読書や図書館関係の

団体にしぼってほしい。

中央図書館開館後は、市民による地域づく

り・まちづくりをより推進するため、図書館関

係以外の市民団体にも原則有料で貸出し

ます。但し、市民団体等が図書館と連携しな

がら実施する図書館支援活動や読書啓発

活動等は、これまでどおり貸室使用料の徴

収は行いません。図書館が活動場所を確保

し、提供します。
93 6 施設管理・運営

条件

2階のBGMは不要 現図書館は周りの目を気にして静かにしな

ければならないという雰囲気がありますが、

中央図書館の2階は広場系開架として、静

かにしなければならないという雰囲気をなく

したいと考えています。BGMがあれば会話

をしても良いという雰囲気ができるのではな

いかというのが狙いです。BGMは鳥のさえ

ずりなど気にならない程度のものを考えてい

ます。ご意見を参考にしながら運営する中で

柔軟に対応していきます。なお、おはなし室

等の個室でBGMは流れません。

94 6 施設管理・運営

条件

会話しやすい雰囲気をだすために、ＢＧＭは

いらない。

親子が声を出して本を読み、選ぶ時、その声

がちゃんと聞こえる方がいい。ＢＧＭは邪魔

になる。

仮に、ＢＧＭがあったとして、おはなし会の時

は消せるか。

同上

95 6 施設管理・運営

条件

２階では館内BGMを流すとあるが、流さな

いでもらいたい。おはなし室ややまばとひろ

ばで絵本の読み聞かせをしたりするとき、

BGMは邪魔。少しずつ時間をかけて、会話

しやすい雰囲気をつくっていけばいい。

同上

96 6 施設管理・運営

条件

２階のＢＧＭは必要ないと思う。実施してみて

様子次第で柔軟な運営を心掛けて欲しい。

同上

97 6 施設管理・運営

条件

階により静寂度を変えることは賛成だが、「２

階では館内ＢＧＭを流し、会話しやすい雰囲

気を醸成します」としているのは反対です。

音に対する感じ方は人により大きく異なる。

あえて会話を促す必要はない。

同上

98 6 施設管理・運営

条件

「2階・ステッププラザを、通常の会話を可能

とします」とされているが、「ステッププラザ」

は「静寂ゾーン」なので会話を可能とするの

はおかしい。また、「２階では館内BGMを流

し、会話をしやすい雰囲気を醸成します。」と

されている。ある程度の会話をしてもよいとし

ても、わざわざその雰囲気を醸成する必要

があるのか。

同上
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No 章 章名称 意見（要約） 市の考え
99 6 施設管理・運営

条件

飲食できる場所は実際に運営してみて、利

用者のマナー次第で考え直すよう弾力的に

運用してほしい。

現本館には飲食スペースがなく、図書館で

長時間過ごされる利用者にご不便をおかけ

しています。その改善とカフェが隣接すること

から、ラーニングコモンズエリアを飲食可とし

ました。飲食される方もされない方も気持ち

よくご利用いただけるように管理するととも

に案内の工夫を考えていきます。

100 6 施設管理・運営

条件

ラーニングコモンズエリアでは、飲食はふさ

わしくない。飲食をみとめるべきではない。

同上

101 6 施設管理・運営

条件

ラーニングコモンズは、一般の利用者が本を

読んだり、往き来する場所で、誰もが気持ち

よく利用できることが第一。食事は食べこぼ

しや後始末の不備が生じがちで床も汚れ

る。図書館への苦情も増えることが予測され

る。食事は館内のカフェがあるし、近隣には

飲食店もたくさんある。中央公園に出て食べ

ることもできる。そのため、館内は飲み物だけ

にし、カフェ以外の食事は禁止にすべき。

同上

102 6 施設管理・運営

条件

全館をどういう職員体制で運営していくの

か。限りある職員をどのように配置し、育てて

いくのか。一人ひとりの力量が図書館サービ

スの質を左右する。レファレンス担当だけで

なく、図書館職員全体のレベルアップを図る

べき。

５章3中央図書館を中核とした組織体制

(24ページ)に基づき、職員を配置し、全館

の運営をしていきます。

図書館職員全体としての専門性の向上が

重要です。レファレンス、児童サービス、障が

い者サービス、接遇研修など計画的に実施

し、レベルアップを図っていきます。

103 6 施設管理・運営

条件

専門的職員集団づくりを目指し、足元をしっ

かり固めていくことが大事。せっかく研修を

受けても短期間で図書館以外への異動が

多く、経験の積み上げにならない。ベテラン

が育ちにくく継承も難しいのが現状。他市の

例を参考にして、できるだけ図書館外への

異動を少なくし、経験を蓄積していけるよう

な専門的職員制度を考え、採り入れていくこ

とが一番重要だと思う。

図書館の職員は、市民の課題解決、また施

策実現のため、図書館以外の部署での業務

経験が必要です。様々な部署で経験を積ん

だうえで、更に図書館で専門性が発揮でき

るよう育成していきます。

104 6 施設管理・運営

条件

安易に館内の撮影を認めることは絶対反対

である。「新しい図書館の知名度向上や利

用促進に一定の効果が期待できる」とある

が、図書館の使命をはき違えている。

新館の建物や館内の様子を撮影したいと思

われる利用者が大変多くいらっしゃることが

予想されます。肖像権・著作権の課題も認

識しています。他自治体の新館での撮影事

例も参考にしながら、ルールづくりをしていき

ます。

もちろん、図書館サービスの中身で評判に

なることができるようなサービス展開にも努

めてまいります。
105 6 施設管理・運営

条件

館内の多くの場所でパソコン・タブレットを

使用可能とのことだが、コンセントは使用で

きるか。

コンセントについては、館内の多くの座席に

用意があります。具体的には、1階・2階の窓

側の閲覧席や1階の研究席及び個人研究

室には各席に用意があります。2階のラーニ

ングコモンズエリアは床面にあります。Wi-Fi

環境も整備しますので、パソコン・タブレット

の利用が大変便利になると考えています。
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106 6 施設管理・運営

条件

中央図書館にはフリーwi-fiを導入するとの

ことだが、地域館への導入は図書館として考

えていないと聞いた。公共施設にフリーwi-

fiを導入するように働きかけてもらいたい。

地域館にフリーWi-Fiの導入予定はありま

せんが、複合施設改修の検討の様子を注視

しながら、利用者からの要望があるというこ

とを図書館としても関係部署に意見していき

ます。
107 6 施設管理・運営

条件

身障者用の駐車場が少ない。高齢者、年金

生活者など有料駐車場は利用できない。誰

でも公平にアクセスできるのが公共図書館

の前提、はじめの1時間は無料にするなど再

考してほしい。またはミニバスの停留所を近

くに作る、土日は本数を増やすなどの対策

を。これはゆとりのない人、高齢者はくるなと

いうこと。

無料の駐車場は用意はありません。バス停

は、市の公共交通再編計画に則って中央図

書館の前を通る新たなバスルートの検討を

進めていますが、いまだ実現できていない状

況です。引き続き関係部署等と調整を行って

まいります。

108 6 施設管理・運営

条件

中央図書館では、利用者に対する注意喚起

を徹底してほしい。

マスク着用が守られていない、禁止座席で

パソコンを使っている、飲食可能エリア以外

での飲食、障がい者用駐車スペースの対象

者以外の利用などは、見かけた場合にはっ

きり注意できるような掲示やアナウンスが必

要。徹底されないルールを掲示するだけでは

順守している多くの利用者にとっては不快感

が増大する。

利用者の皆さまが気持ちよく中央図書館を

利用できるように、施設利用時の注意事項

はデジタルサイネージやサインでの案内、職

員のフロアワーク時の見回りや声かけなど

工夫してまいります。

109 6 施設管理・運営

条件

１Ｆの駐輪場の出入口は、中央部分にならな

いか。

１階の駐輪場の出入口が、車椅子利用者等

が通行するスロープの出入口に近いことを

心配するご意見と認識しました。たしかに駐

輪場の出入口とスロープの出入口は比較的

近い位置にありますが、駐輪場利用者とス

ロープ通行者等が交錯する事故を未然に防

ぐため、レンガ坂の所管部署とも連携しなが

ら安全対策を講じるつもりです。そのため、

駐輪場の出入口の位置は変更しません。

110 6 施設管理・運営

条件

防犯面について、防犯カメラの設置などの

ハード面だけでなく夜間は警備員などの配

置はあるか。不審者が現れた場合などの対

応は警備会社がするのか。

防犯面に関して、ハード面では防犯カメラと

機械警備を設置します。職員が対応しきれ

ない不審者については、警察に通報する他、

非常通報装置により警備員が急行します。

利用者の皆さんの安全安心に配慮し、利用

しやすい図書館を目指しています。

111 6 施設管理・運営

条件

防犯カメラシステムの管理及び運用に関す

る要綱のようなものを作成してください。

素案にお示ししているように「多摩市犯罪の

ない安全なまちづくり条例及び同条例施行

規則」の定めるところにより適切に運用・管

理を行います。

112 7 広報・情報発信 図書館が所蔵する書籍情報をオープンデー

タとして提供してもらいたい。

図書館蔵書情報のオープンデータ提供につ

きましては、他自治体での取り組み事例など

を参考に、調査・検討してまいります。
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